
　著名な神経学者である Rizzolatti らの近著「Mirrors in the Brain」の序文に，興味深い一
節がある．少し長いが和訳して引用すると「……劇場監督の Peter Brook はミラーニューロ
ンの発見について，『神経科学はついに，劇場での常識－俳優の努力は文化的・言語的障
壁を乗り越えてその身体の動きを観客に分かつこと（share）ができなければ，むなしいも
のになるということ－を理解しようとし始めた』と述べた．ミラーニューロンに関する 
Brook の言葉は，神経生理学以外の領域でその予想外の価値に対する多くの興味をかきた
てた．芸術家をはじめ多くの者たちがミラーニューロンの虜となったが，その発見と実験
的研究に関する物語についてはわずかな者が知るに過ぎない．ましてこの発見が，いかに
われわれが脳の構造と機能について理解するよすがとなるかについて，知る者は少ないの
である．……」この一文の示そうとするところは，最近のニューロリハビリテーションへ
の関心の高まりと，さらに連続する新しい謎の深まりである．脳機能に関わる診断技術の
飛躍的進歩は，神経学領域を超えてリハビリテーションへと研究の軸足を移しつつあるよ
うに見える．今号はその意味では，誠に時宜を得たものであるといってよいのではないだ
ろうか．
　本特集「ニューロリハビリテーションと理学療法」では，第一線で活躍されている 5 名
の執筆者にそれぞれの立場から解説をお願いした．渡邉論文では，脳画像診断の基礎から
臨床応用について解説し，その適応と限界について，例えば fMRI では運動が制限される
こと，fNIRS では空間分解能が低いことなどが指摘され，研究目的に合わせた使い分けが
必要であることが述べられている．金子論文では，「運動以外の介入」の中から TMS，tDCS，
自己運動錯覚の応用について基礎的生理学的研究から論じている．斉藤論文では，脳卒中
患者の歩行に焦点を当て，これまでの浩瀚な研究史を基に，BWSTT とロコモーションイン
ターフェースを用いた歩行練習の成果について紹介している．森岡論文では上肢・手指の
機能回復に関して知覚運動学習モデルを提示し，ミラーニューロンシステムについても論
じている．阿部論文では神経画像情報の具体的な臨床例への応用が，pusher 例，thalamic 
astasia 例など実際の症例を提示しつつ述べられている．これらの論文はいずれも多くの情
報が盛り込まれており，読み応えのあるものとなっている．
　入門講座は「感染」シリーズの応用復習編である．わかりやすい Q&A 形式となってお
り，改めて感染予防の重要性を知ることができる．講座は「認知の最前線」シリーズ最終
回で，作業療法の立場からの理論背景とアプローチが紹介され，記憶障害，認知症，失行，
半側空間無視などの高次神経機能障害が取り上げられている．臨床実習サブノートでは，
COPD 患者への対応と理解についてきわめて平易に解説されている．かゆいところに手が
届く，とはこのことであろう．
　アメリカ合衆国大統領選挙後，初めてのアフリカ系大統領の誕生という興奮の中，この
原稿を執筆している．オバマ次期大統領のスローガンは「CHANGE」であった．今この時
が，理学療法も経験の学から「科学」へと change できる chance なのかもしれない．
 （網本　和）
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